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序文 
 
本書は、2004 年初版の教科書「安全基礎工学－安全構築の基礎－」を最新の国際規格に照合し当会

の教育企画委員会が見直し改訂した第 3 版である。 
本書は、第Ⅰ章で、多様な安全性確保の形態に対して、具体化した安全確保のシステムを複数例示し

つつ、論理的表現を用いてその機能をまず示す。安全性の論理的表現は、安全システムの構成方法を述

べるために利用する他に、リスクアセスメント等システムの安全性の評価にも適用する。 
第Ⅱ章では、安全を示す情報（安全情報）の伝達システムの基本的構成原理を、安全確認型システム

として示す。安全情報は電流の他に、機械的力、その他のエネルギを用いて伝達する。しかし、安全確

保の情報伝達の過程は、共通の原理に基づくことを示す。また、安全工学の最も重要な特徴として、シ

ステムを構成する要素に対して状態変数を導入する。 
第Ⅲ章では、安全情報伝達システムの一般式を、システムの安全性が確定する場合と確定しない場合

の組み合わせとして示す。両システムの特性は、複数のシステム例を用いて述べる。 
第Ⅳ章及び第Ⅴ章では、安全システムに人間を加えて、人間／機械安全システムを扱う。第Ⅳ章では、

人間／機械安全作業システムの構成原理を述べて、その特性を示す。人間／機械安全作業システムでは、

人間側作業と機械側作業が、それぞれ、共通のインタロックモデルで示すことができる。第Ⅴ章では、

人間／機械安全システムの構成方法として、人間／機械インタフェースの論理構造を扱う。 
第Ⅵ章では、安全性要求事項仕様書の作成と、そのための人材開発の必要性が述べてある。また、簡

単な安全性要求事項仕様の作成例を示す。 
安全システムは、根本的には安全情報の伝達に基づく。本書は、この情報の扱い方が述べてある。こ

の考え方は、1989 年我が国で最初に安全工学の基礎的原理を述べた著書「フォールト・トレラント・

コンピューティング」（丸善、向殿政男編、第 8 章）の内容と変わりない。また、同書には、上に述べ

た第Ⅲ章での安全情報伝達の一般式、及び第Ⅳ章での人間／機械安全システムの初歩的考え方も示して

ある。本書には、これらの基本となる考え方を拡張して示す。そして、国際規格並びに国際規格適用の

システムと一緒に、多くの事例を用いてその適用方法が示す。 
 
本書は、安全技術応用研究会で発行する以下の教科書の基礎として、考慮してある。 
(1) 基本安全規格に基づく安全構築技術－ISO 12100－ 
(2) 国際安全規格対応「電気安全構築技術－IEC 60204-1：チェックリストに基づく」 
(3) 安全コンポーネントの構成原理とその適用 
(4) 制御安全技術 
(5) ガードとインタロックの構築技術 
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